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ま え が き

第1 報 および第2 報で，　Alcopar が鉤虫駆除剤として

特にヅビニ鉤虫（A ．d．と略記）に卓効があることを報告

した．その時の投与量は5 　g　（Bephenium　hydroxynaph －thoate

として4 ．3　g） であっ た．しかし 少数例ながら駆

虫時の嘔吐によって5g 全量を服用し得なかったものが

あったが，それにも拘わらず，その後検便によって虫卵

の陰転が認められたので，投与量を減じても効果がある

のではないかと予測された．そこで最少有効量を求める

為本実験を行った，言うまでもなく投与量が少なければ

服薬が容易となり，副作用が更に軽減し，経済的に安価

となるので，鉤虫集団駆虫薬として一段と広く利用され

得る．われわれは，寄生鉤虫種，寄生虫量，宿主の諸条

件を充分考慮吟味した集団に対して，　Alcopar を5g か

ら2g にまで減量して厳密な駆虫試験を行っだので報告

する．

試験1

1） 対象および方法

対象は，長野県下伊那郡喬木村氏乗・大島，同郡阿南

町和合，静岡県磐田郡佐久間町浦川，愛知県北設楽郡東

栄町三輪の住民である，　1961 年8 月 より62 年3 月 まで

飽和食塩水浮游法と 濾紙培養法を併用し， その 鉤虫卵

陽性者には更にStoll 法による虫卵濃度算定法を実施し

た．駆虫方法は，対象を釣虫種別に層化し，ついで，対

象の釣虫寄生量によってAlcopar の効果が偏らぬよう，Stoll

法に よるEPG （Eggs　per　gram） に よって推定寄

（6 ）

生量を4 段 階に層化し，各層ランダムに，　Alcopar　5．0　g，4

．0　g，　3．0　g，　2．0　g の 投与量を わりっけ， 集会場等で

健康診断の後， 一斉に服薬させた． 副作用調査は， 喬

木，和合地区で，厚生省副作用調査基準による調査用紙

を用いて聞き取り調査を行った，後検便は，浮游法，濾

紙培養法，　Stol！ 法の併用で行った． 以上の方法は，地

区によって若干異なるので地区毎に整理すると，第1 表

の如くである．

2） 成績

（1）服用量別ヅビニ鉤虫陰転率

喬木・和合・浦川各地区に亘って服用量別ヅビニ鉤虫

陰転率は，各群とも著しく高率で，　80　％以上を示した．

各地区間に著差がなく，且つそれぞれは，例数が少いの

で，三地区を合計して，服用量別陰転率を比較検定して

みたが，第2 表 の如く5g から2g までの 効果の差は86

％から93 ％にすぎず， 有意差は認められない，すな

わち2g にまで減量しても5g に劣らず充分高い効果が

あった．　A．d．優占の三輪地区の成績は3g 群70 ．0％，2g

群66 ．7　％で 上記三地区より 大分劣っているが，虫

種別の検討が不充分なので同列に比較出来ない．

（2）同一地区内の鉤虫種別陰転率

同一生活環境に住む両種の鉤虫陽生者に対して一斉に

集団検査と駆虫を行って，駆虫効果に示される地域的差

異，或は検査誤差および駆虫時に伴う結果の変動を可及

的に少くして，鉤虫種のみに起因すると思われる効果を

比較して みる為， 浦川地区の 成績を， 寄生鉤虫種別に

整理してみると第3 表 の如く，従来1 ，2 報で示した成

績と殆んど同じく，明らかにA ．d．に著効果が認められ
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第2 表　 服薬量別ヅビニ鉤虫陰転率

和合地区　　　　　 浦川地区
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第3 表

ヅビニ鉤虫
単 独 寄 生
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n
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28
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両 種混合感染地区（浦川）

メリカ鉤
独 寄

検査

人数

8

7

8

7

虫

生

陰　　陰

転　 転

数　 率

5

4

5

3

62 ．5％57
．1％62
．5％37
．5％

両 種 鉤 虫
混 合 寄 生

検査

人数

4

5

8

1

陰　　 陰

転　　転

数　　率

3

4

3

0

た．またA ．d．では， 服用量による 効果に約10 ％ の開

きがあるが，少数例の為有意差は認められない．アメリ

カ鉤虫（以下N ．a．と略記）では4g ，　5　g投与群間には

差は認められないが，減量すると効果がおち，例数は充

分でないが 殊に2g 群 が低く20 ％の差が認められた．

しかし4g ，　5　g群では70 ％ 近い陰転率で， 従来の著

者らの成績からみると非常に良好で，もし之が恒常的に

得られる 効果であれば，　N ．a．に対して， 満足すべき効

果が認められなかった従来の成績は再検討を要すべく，

26
26
23
21

37 ．5％
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92 ．9％92
．9％82
．1％84
．0％

53
55
56
51

虫卵陰 陰転
転者数　率

49　92
．5％51
92．7％48
85．7％44
86．3％

における服薬量別陰転串

寄 生 鉤 虫　　 ヅビニ鉤虫
種　不　明　　　　合　訐

検 査

人 数

・皿
11

12

15 ，18

陰　　陰

転　 転

数　 率

検査

人数

10　90
．9％　28n
91 ．7％　2814
93 ．3％　2815
83 ．3％　25

陰　　陰

転　　 転

数　　 率

20

27
14　70 ．0％18
66 ．7％

アメリカ鉤虫
合　　 計

検査

人数

26　92 ．9％　1226
92 ．9％　1223
82．1％　1621
84 ．0％　8

陰　　陰

転　　転

数　　 率

8

8

8

3

66 ．7％66
．7％50
．0％37
．5％

又副作用発現を勘案しながらのAlcopar の増量に よっ

て一層駆虫効果の増大が期待されるであろう．

（3）ヅビニ鉤虫の感染濃度別陰転率

感染濃度の指標としてStoll 法のEPG を ～200，～1

，000，　－2，000，　2，001～ の4 段階に分けて地区別に服

用量別駆虫効果をみると，第4 表の通り服用量の差に拘

わらず軽感染群の虫卵陰転率は良好で殆んど100　％陰転

し，感染濃度が高くなるに伴い陰転しない例が認められ

る．一般に駆虫効果は，感染濃度の種々なる段階の陽性
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第4 表　感染濃度別ヅビニ鉤虫鉤虫陰転率

和 合 地 区　　　　 浦 川 地 区

貰会 陰
転数 陰転率　　

貰jJIと陰
転数 陰転率

5
4
0
1
10

6

4

0

1

11

■㎜10

1
1
0
12

6
5
0
0
n

27
14
1
2
44

5

4

0

0

9

6

4
0
1
n

100 ．0％ 7

4

2

3

90 ．0％　　　16

四
100 ．0％　　11

2

2

1

100 ．0％

10　100 ．0％
1

0

0

11

6

5

0

0

n

27
14
0
1
42

91 ．7％

－

100 ．0％

100 ．0％100

．0％100
．0％

95 ．5％

者が混在する集団に対して試みられるわけで，今回の成

績で寄生濃度を無視して合計すれば，それが通常遭遇す

る集団と同様となる．寄生濃度を無視した服用量別虫卵

陰転率の小ヽ計を出して第4 表小計欄に示すと，和合，浦

川両地区とも， 服用量別の効果に差は 認められず85 ％

以上の著効が認められた．

服用量別には差が認められないので，之を無視して，

地区別に感染濃度別陰転率を合計すると例数を増したの

で，各服用量群にみられた感染濃度に伴う駆虫効果の減

退が明らかになり，更に地区間の差を無視して合計すれ

ば，　EPG　1，000以下 の2 群 には，大差がなく，　1，000以

上2 ，000以上 と段階的に効果の減退が認められる．

（4）副作用調査成績

第5 表 の如く服用量別の副作用調査では，症状は一過

性でどの群も医療を要せず軽微であったが，服用当日の

午前なんらかの症状を訴えた者の数でみると5 　g，　4　g

より3g ，　2　gと減量すると， 症状発現も 減少する如く

であるが，この間に有意差は認められない．臥床に到っ

たものが 少数あるが， 服用量との 間に関連は みられな

（8 ）
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2
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6
2
2
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2
3
1

84 ．6％　　　25

T00 ．0％
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97 ．3％81
．8％87
．5％59
．1％88
．8％

16
9
2
2
29

64

25

9

9

107

陰転数 陰転率

12
7

2

2

100 ．0％87
．5％

23　　88 ．5％

17
6
1
2
26

18
2
2
0
22

16
8
2
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23
7
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O％O
％
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－

a J － ’ －

94 7 ％

88 ．0　％

100
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O％9
％

93 ．1％
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．0％77
．8％55
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い．唯翌日まで頭痛，頭重，下痢等の副作用が継続した

のは3　g，　4　g，　5　g群で2g 群にはみられなかった．し

かし伏見らの指摘する如き2．0　g投与では副作用が急激

に減ずるとは言えない．

試験H

1） 対象および方法

対象は，静岡県磐田郡佐久間町城西地区の一般住民で

ある．城西は天竜川畔の山村で，人口約2 ，100名で山林

労働者が多い1962 年12 月下旬，セロファン厚層塗抹

法1 枚値により1，255名を検便し，その釣虫卵陽性者195

名（陽性率15 ．5％）を集団駆虫対象者とした．ちな

みに他の虫卵保有状況は，回虫529 名（42．2％），鞭虫946

名（75．4％），東洋毛様線虫8 名，縮少条虫1 名であっ

た．釣虫卵陽性者については，濃紙試験管培養法を行って

寄生鉤虫種を調べた．集団駆虫は，　1963年1 ～2 月に，

公民館において，健康診断後に行い，服用後2 時間の安

静を経て帰宅させた．食事制限は行なわない．投与量は

予め検便と培養成績による寄生虫種と濃度から，対象者

を層化し，無作為抽出によって，3g 投与群，5g 投与
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第5 表　 副作用調査成績（喬木地区）
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％ は そ れ ぞ れ の 服 用 人 数 に 対 す る 出 現 率

群の2 群 に分けた．なお6 歳未満の幼児は2g 投与とし

た．又鉤虫卵陽性者で回虫，鞭虫卵保有者については，

重複せる虫種についても駆虫効果を同時に検討した．副

作用調査は，厚生省の衛生検査指針に準拠した調査用紙

に基づき，投薬直後より食事前までは，直接ききとり調

査，以後は本人の記録によった．効果判定の後検便は，

投薬2 ～3 週後，セロファン厚層塗抹法2 枚 値，硫苦加

飽和食塩水浮游法2 本値，濾紙試験管培養法2 本値によ

って行い，すべてに陰性の場合，陰転とみなした・

2） 成績

（1）　A．d．優占地区における陰転率

投与量別の鉤虫陰転率は，第6 表 の如くで，3g 群 と

翌 日

0

0

0

0

0

0

0

2

0

5．0　g

単 贔 （％ ）

3
4
3
0
4
3
5
5
0

16

当 日
午 後

（18．7）
（25．0）
（18．7）

投 与 量

3．0　g

5．0　g

2 ．0g

25 ．0）18
．7）31
．2）31
．2）

2

3

2

0

0

0

2

1

0
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翌 日

1

0

1

0

0

0

0

0

0

15　　14　　4　　　　　11　　15＿　　 ＿1

2　　12　　　　　5　　1

（6．2）（12 ．4）（75．0）　 （31．2）（6．2）

5g 群との間に殆んど差が認められない．之を寄生鉤虫

種別の陰転率でみると，第7 表のごとく，　A．d．の陰転

率は3g 群で79 ．8％，　5　g群75 ．0％で差が無く共に好

成績であったが，　N．a．では，3g 群7 名，5g 群3 名

中1 名も陰転しなかった．又培養による虫種不明群の虫

卵陰転率は，3g 群55 ．6％，　5　g群66 ．7　％で，　A．d．の

それよりやゝ低い．なお，不明群中後検査で溶出仔虫を

認めたもの4 名は，いずれもN ．a．であった．培養が冬

期に行われた為N ．a．の孵化率が悪かったと想定される

ので上記の成績を得たと考えられる，3g を投与した幼

児5 名は，いずれもA ．d．で全員陰転した．

（2）副作用調査成績

第6 表　A ．d．優占地区における鉤虫陰転率

投　 与　 量

3．0　g5
．0　g

調査人員（人）

一一123

53

鉤 虫 種

－
A ．　d．N
．a．
虫種不明

陰転人員（人）

83
37

A ．d．N
．a．
虫種不明A

．d．

第7 表　寄生種別陰転率

陰 転 串（％）67

．5
69 ．8

調査人員（人） 陰転人員（人） 陰転率（％）

84

7

36

44

3

6

5

67

0

20

33

0

4

5

79 ．8

55．6
－
75．066

．7

備　考

後検査で3
名検出

N ．a．

後検査でN ．a．1
名検出
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症

← 〃W－・

頭

悪

嘔

嘔

腹

下

食

臥

そ

第8 表　Alcopar副作用調査（1）5g 投与群，静岡県佐久間町住民（男20 名，女24 名，計44 名）

状

痛 ・ 頭

欲　不

の

重

心

気

吐

痛
痢

振
床

他

一

男

食

－ － 一 一

0

0

2

1

0

0

0

1

0

異　 常　 な　 し　　　16

”－－ －＝－ ¶・I－・lJ －i ＝・・
・J

な ん ら か の 症 状 を
訴 えた も の の 数　　　4

（出　　 現　　串 ）　（20 ．0）

－

女

症 状

4
7
3
3
3
6
3
3
1

－－‥

頭

悪

嘔

嘔

腹

下

食

臥

そ

痛 ・ 頭

欲　不

の

重
心

気
吐

痛
痢

振
床
他

13

n

（45 ．8）

訐

4
7

5
4
3
6
3
4
1

29

前

（出現率）
－ －

（　9．1）

（15 ．9）

（11 ．4）

（　9．1）

（6 ．8）

（13 ．6）

（　6．8）

（　9．1）

（　2．3）

●〃 ・－
（65

－ － －

15

（34．2）

9 ）

男

0
1
1
0
0
3
1
0
0

食

－

14
一

6

（30 O ）

－ 一 一

女

－
4

5

1

2

5

5

2

2

2

”

－

出現率はそれぞれの服用人数は対する百分比

食

異　常　 な　し

一 一　 －
なんらかの症状を
訴えたものの数
（出　 現　 率）

男

4

6

3

1

0

4

1

1

2

38

－

（29 ．6）

女

1
4
1
0
0
3
1
0
0

30
－

10

（25 ．0）

計

－
（出現率）

5　（　5．3）10
（10．6）4
（　4．3）1
（1 ．1）O
（0 ．0）7
（　7．4）2
（　2．1）1
（1 ．1）2

　（　2．1）

68

－

26

（27．6）

（72

男

3
3
0
0
5
3
1
0
3

36

一 一18

（33 ．3

食

12

12

女

6
5
2
0
3
8
3
1
2

－ －

一

23

－

17

（42．5）

出 現 率 は そ れ ぞ れ の服 用 人 数 に 対 す る百 分比

何らかの副作用症状を訴えたもの・ゝ 百分率を見ると，

第8 ，9 表 のごとくやや5g 群 に高率であるが，服用当

日には，大差は認められない．しかし，翌日に到る副作

用症状は，明らかに，5g 群 が高く，又悪心，吐気，下

痢等主なる症状を個々に検討すると5g 群 に出現率が高V

．ヽ　しかし何れも特に加療の必要はなく，静養したのみ

である．第1 試験および前報と異なる点は，服用当日食

前（午前）の副作用出現率が比較的低く，食後（午後）

に到ってやゝ高く，5g 群では特に翌日にも之が残存し

ている点が，指摘される．

（3）回虫，鞭虫に対する駆虫効果

第10 表 の如く，　Alcopar の 回 虫駆虫効果は，3g 投

（10 ）

計

4

6

2

2

5

8

3

2

2

後

（出現率）

（　9．1）
（13．6）
（　4．5）
（　4．5）
（11．4）
（18．2）
（　6．8）
（　4．5）
（　4．5）

（59 ．

一 一

1

後

（出現率）

（62 8 ）

男

0
0

0
0
0
3
1
0
0

翌

一一

一一

女

3
1
0
0
1
4
1
1
1

16　　16

－ ‥－ 一一4
8

（20．0）　（33．3）

男

2
0
1
0
2
1
0
0
0

48

－

6

（11．1）

女

1
1
0
0
1
2
0
0
0

訐

3

1

0

0

1

7

2

1

1

－

日

（出現率）

（6 ．8）
（2 ．3）

（0 ．0）
（0 ．0）

（　2．3）
（15 ．9）

（4 ．5）
（2 ．3）

（　2．3）

32

12

（27 ．0）

日

（72 7 ）

計（出現率）

3
1
1

03

3
0
0
0

3 。2）1

．1）1

．1）0

．0）3

．2）3

．2）0

．0）0

．0）0

．0）

35　　　83

5　　　n

（12．5）　（11．7）

（88 2 ）

26
－

18

50 ．0）　（40 ．8）

第9 表　Alcopar副作用調査（2）　3　g投与群，静岡県佐久問町住民（男54 名，女40 名，計94 名）

計

9　（　9－6）8
（8 ．5）2
（　2．1）O
（0 ．0）8
（　8．5）11
　（11．7）4
（　4．3）1
（1 ．1）5
（　5．3）

59

－

35

（37 ．2）

与群52 ．0％，　5　g群55 ．9％で殆んど差が無かった．又

回虫受精卵排出者では，3g 群49 ．2％，　5　g群56 ．3％

でや・ゝ 5g 群に 高率であった．これらの駆虫効果は，サ

ントニン，マクニン合剤よりやゝ劣るものy サントニ

ン単独服用（成人量l ．Og）よりも優れている． 一般に

農山村では，鉤虫，回虫の同時保有例が多数みられるの

で，両虫種に50 ％ 以上もの効果がある本剤は， 寄生虫

対策における集団駆虫剤として，極めて利用価値の高い

薬剤であろう．なお鞭虫同時保有例の鞭虫卵陰転者は，3g

群 では116 名中1 名，5g 群 では50 名中1 名で，非

常に陰転し難いことが判明した．しかし，われわれの経

験では，釣虫症患者の入院駆虫の際に，　Alcopar によっ
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受
一一一一
投与量

39

5g

59

32

精 卵

第10 表　Alcopar の蛔虫駆虫効果

不　　 受　　 精　　 卵

被 検 人 員　 陰 転 数

（人 ）　 （ 人 ）
一一　　 一一 一一

2 9 　 　 　 　 　 4 9

．

2 　 　 　 　 　 　 1 6

1 8 　 　 　 　 　 5 6

．

3 　 　 　 　 　 　 2

→ W ミ i ＝〃 ＝ ＝ 　 　 　 a ■ ■ 　 ■ ・ ＝ ＝ ＝＝－ － ＝

て100 隻余の鞭虫排虫があった例もあるので，　Alcopar

は鞭 虫に対して全く無効といい切れないが，現状のま5，

では，鞭虫駆除剤として使用する段階ではない．

考　察

1960 年森 下らは，　A ．d．陽性者に対してAlcopar を3

．5　g　投与して，5g に劣らぬ虫卵陰転率を得ているが

著者らもA ．d．に対しては，5g 投与による卓効よりみ

て相当に減量しても効果を維持できると考え，5g より2g

に到 るまで1g 単位に減量して みたが93 ％ ～86 ％

の陰転率を得，この間効果には殆んど差がなく，2g で

も充分実用的な効果のある事が確められた．以上の成績

は1962 年第31 回 日本寄生虫学会に於て発表したが，そ

の後伏見ら（1963）は同じくAlcopar　2　g　にまで減量して90

％前後の 陰転率を得，更に1g まで 減量して， なお70

％の陰転率を得ている．これらの点よりA ．d．に対す

る2g 投与は，必要にしてほぼ充分な量と言えよう．一

方N ．a．に対しては，浦川地区において，可及的技術誤差

を小さくして，　A．d．の成績と 比較してみると， 陰転率

は，明らかに劣っていたが，ただ，今回の成績で注目す

べき事は5 　g，　4　g投与群において67 ％の好成績が得

られたことである．但し例数が少いのは残念である．従

来の著者らの成積では，　N．a．陰転率は15 ～18 ％で，四

塩化エチレン又は1 － ブロム・ナフトール（2 ）に比べて

はるかに低率で有意差があった，しかしそれらの地区で

も排虫者率は，　77％におよぴ，四塩化エチレンの排虫者

率90 ％に比較して 必ずしも非常に低くはなく 有意差は

詔 められなかった．これよりすれば，寄生濃度の稀薄の

地区では，高い虫卵痿転率を得る可能性があるわけで，事

実今回高率を得た浦川地区はA ．d．優占地区で，第1 表

にみられる通りN ．a．の淫浸度はA ．d．の約1／3であった．

元来Alcopar の成人服用量は，　Goodwin　et　al．　（1958）

のN ．a．優占地区で の駆虫効果に基ずくもので，　A．d．

においては，これを更に一段と減量して2g で充分有効

であるとしても，　N．a．では，著者らの今回の成績からみ

ても，副作用の出現状況を考慮しつつ更に増量ないしは

一 一 ・

（11 ）

10

1

（ ％ ）　　 （ 人 ）

－一 一‥

62 ．550

．0

75

34

計

陰転数（
人）

39

19

52

55

0

9

連続投与への研究がすすめられるべきであろう．ただしGoodwin

　eにil．　（1958），吉田ら（1960）によって連用し

てもさして効果は増大しないと言われているので，服用

方法の工夫のほかにBephenium　hydroxynaphthoate の

水溶性の増強，剤型の研究等が併行されなければならな

いであろう．

駆虫効果の判定に当っては，寄生濃度が極めて重要な

因子とみなされるが，従来この点に関しては充分な吟味

が加えられていないと思われる．われわれはStoll 法に

よる排出虫卵濃度をもって寄生濃度の推定とその層化を

行ないAlcopar の駆虫効果を比較したところ，服用量

による効果の差が2g から5g の幅では認められなかっ

たにもかかわらず寄生濃度による効果の差は56 ％から98

％と大幅に開いた．

すなわちA ．d．ではEPG　1 ，000以下においては，　Al－copar

の服用量2g ～5g の範囲で陰転率90 ％以上の著

効が認められ，　EPG が増加するに伴い陰転率は低下し

ている．これを第1 図に示してみると屎内虫卵濃度と陰

虫

卵

！OC

陰

転　50
沸

－％

－

O　　　　　　　 ！．000　　　　　　　2 夕QC　　　　　　j ，こ・COE

：P 　．　G

第1 図　 ヅ ビ ニ 鉤 虫 卵 屎 内 濃 度 （Stoll 法E ．RG ．）

と 虫 卵 陰 転 率 と の 関 係

転率の間には函数関係が認められ，この範囲の成績では

それが1 次式で示されうるごとくである．通常われわれ

が遭遇する集団は，種々なる寄生濃度の人々が集ってい

るが，集団の感染の様相如何によっては駆虫効果に大き

い差異が生じると思われる．従って駆虫効果の比較は本

来感染の濃さと広さがほぼ均一の集団について行うべき
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であろう．少くとも集団における寄生量の一つの指標た

る虫卵陽性率は，明記すべきであるし，これがほぼ同一

の集団についてのみ駆虫効果を比較するように心掛ける

べきであろう．　N．a．については， 虫卵濃度別の観察は

試みなかったが，一般にN ．a．はA ．d．に比して遙かに

寄生濃度が高いので，薬理学的にみてAlcopar が特異

的にA ．d．に対して親和性をもっためにすぐれた駆虫効

果があり，　N．a．には然らずして駆虫効果が低いという

生物学的に興味ある知見のほかに，寄生濃度による差異

を度外視することは出来ないと考えられる，これはまたN

．a．の排虫者率が必ずしも低くない ことからも推測し

得ることである・

副作用については，一般に軽微で臥床したものは極め

て少い．服薬量別にみると少量程副作用も減少する傾向

がみられ，特に服薬の翌日までの軽微な副作用の存続は3g

群以上であって2g 群にはみられなかった．

む す び

1）A ．d．の優占分布する長野県喬木村，阿南町和合，

静岡県佐久間町浦川，愛知県東栄町三輪において，　Ale－opar

による集団駆虫を行って，その服用量別A ．　d．陰転

串を比較したところ，5g 投与群93 ％，　4　g群93 　％，3g

群86 ％，　2　g群86 ％で有意の差は認められなかっ

た．従って成人標準投与量は2g にまで減少してもよい

と考えられる．

2） 浦川地区において，　A．d．とN ．a．の駆虫効果を

比較したところ，A．d．は服用量による差が少く82 ％よ

り93 ％の陰転率を得，　N．a．では，5g 群67 ％　4g群67

％，　3　g群50 ％，　2　g群38 ％と差が認められたが，4g

，　5g では従来の駆虫薬にくらべて，それほど遜色

のない成績であった．

3）　Stoll法のEPG をもって寄生濃度の推定値とし，

これで対象を層化して陰転率をみると，　Alcoparの服用

量によってはほとんど 差異が認められないが，　EPG の

小さい程陰転率が高く，　EPG が1 ，000以上，　2，000以

上の群では著明に陰転率が低下していることが認めら

れた，一般に駆虫効果の比較は均一の寄生濃度の集団で

行われなければならないであろう．

4） 副作用調査では従来の成積と大差なかったが，59

，4g 投与群では3　g，　2　g群より副作用の発現が強く

小量投与ほど減少する傾向がみられた．

5） 静岡県佐久間町城西において，　Alcopar　5　9，3g

投与の集団駆虫を行ったところ，虫卵陰転率は前者75 ．0

％，後者79 ．8％であった．　N．a．の駆虫効果は極めて低

かった．回虫との重複感染者について回虫の陰転率をみ

ると5g 群56 ％，　3　g群52 ％で， 良好な成積であっ

た．鞭虫に対しては，中には駆虫により多数排虫例を認

めたが，陰転率は低かった，

稿を終るに当り御指導いただいた柳沢利喜雄教授，御

援助いただいた，佐々木佐登之氏，岡山虎男氏，所沢房

子嬢に感謝いたします．

本論文の一部は，第31 回日本寄生虫学会総会（1962

年4 月）において発表した．
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　（Alcopar）の鉤虫集団駆虫効

果について（2）アメリカ鉤虫優占地区における集

団駆虫成績，寄生虫誌，　11（1），　60－65．
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ON　MASS　TREATMENT　OF　HOOKWORM　INFECTIONBEPHENIUM　HYDROXYNAPHTHOATE

（ALCOPAR ）

TREATMENT　WITH　THE　ADMINISTRATION

OF　ITS　SMALLER　DOSE

Akio　UCHIDA ，　SHIGEAKI　NOZUE ，　Isamu　KANEKO ，

AKIRA　TANAKA ，　Takeo 　KONDO ，　Masami　SAITO ，

FUKI　UCHDA ，　Takeo　ARAKI

（hist　it　aたof 　Rural　A鳬ぷc 鈿ら ぶ：hool 　of　Aを■dicine，　Chiba じivversi ぴ ）

＆

FUMIO　KARUBE

（．Depaアカnent 　of　Oだhoped かs，　School 。ノ≒Medicine，　Chiba びが・a。－jかLy）

The　present　study　was　carried　out　in　rural　areas　of　Nagano，　Shizuoka　and　AichiPrefectures　in　which　Ancyl

。が。。zαditodenale
　predominated，　to　eχamine　the　anthelmintic　efficacyof　Alcopar　in　different　doses　against　hookworm　infection

．　No　siginificant　correlation　betweenthe　dose　and　the

　cure　rate　was　observed　against　λ。　duodenale　infection，　the　cure　rates　beingfound　93

　％　in　a　dose　of　5　9，　93　％　in　a　dose　of　4　9，　86　％　in　a　dose　of　3　g　and　86　％in　a　doseof　29

．　Thus　the　adult　dose　may　be　reduced　to　29．

The　anthelmintic　activity　of　Alcopar　against　A．　du 。denaかinfection　appeared　to　beregardless　of　the　doses

，　the　cure　rates　being　found　between　82　％　and　93　％，　while　the　activityagainst　Necato

Γ　americamびinfection　appeared　to　be　regard　of　the　doses，　the　cure　rates　beingfound　67

％，　67％，　50％　and　38　％　at　the　doses
　of　5　9，　4g，　3　g　and　2　g　respectively．　It　seems，however

，　that　the　cure　rate　against　y　α。旧をanus 　infection　with　this　drug　in　the　doses　of　4gand　5　g

can　stand　comparison　with　other　promising　anthelmintics．

When　the　cure　rate　was　examined　on　the　basis　of　the　infection　density　eχpected　fromE

．　P．　G．　obtained　by　means　of　a　Stool’s　dilution　egg　counting　technic，　the　rate　became　higherwith　the　decrease　of　E

．　P．　G．　and　was　markedly　lowered　in　the　group　being　over　1000　0r　20001n　E

．　P．　G．　This　fact　suggests　that　comparative　studies　of　anthelmintic　activity　with　variousdrugs　should　be　made　within　the　groups　of

　an　uniform　infection　density．

As　the　dose　was　reduced　to　3　g　or　2　g　the　side　effect　occured　less　in　contrast　to　thatwith　the　doses　of　5　g

or　4　9．

This　drug　was　appreciably　effective　against　ascaris　infection　showing　cure　rates　of　56％and

52 ％　in　the　doses　of　5　g　and　3　g　respectively．　Less　effective　action　was　recorded　againstT

パcocephahびtrichiuru夕，　though　a　few　cases　eχpelled　a　number　of　the　worm．

（　13　）
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